
西
欧
都
市
の
緑

う
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。

ニ

　
昨
年
十
月
、
神
奈
川
新
聞
社
主
催
に
よ
る
第

三
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
然
保
護
環
境
創
造
現
地
調

査
団
Λ
一
行
一
七
名
Ｖ
に
加
わ
り
、
一
九
日
間

に
わ
た
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ソ
連
＝
モ
ス
ク
ワ

・
オ
デ
ッ
サ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
＝
プ
ラ
ハ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ウ
ィ
ー
ン
、
西
ド
イ
ツ
＝
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
・
リ
ン
テ
ル
ン
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
イ
ギ

リ
ス
＝
ロ
ン
ド
ン
、
フ
ラ
ン
ス
＝
パ
リ
）
の
緑

の
実
態
を
見
聞
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
概
要
と

感
想
を
記
し
て
み
る
。

　
何
分
に
も
十
分
な
基
礎
知
識
に
乏
し
く
、
地

理
的
に
不
案
内
で
あ
り
、
か
つ
日
程
表
に
も
あ

る
よ
う
に
、
か
な
り
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
っ
た
の
で
、
感
違
い
や
間
違
い
も
あ
る
と
思

そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
れ
ば
、
ア
カ
シ
ヤ
、

マ
ロ
ニ
エ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ポ
プ
ラ
、
シ
ナ
ノ

キ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ギ
ン
ド
ロ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ネ
グ
ン
ド
カ
エ
デ
、

ニ
レ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
、
お
ま

け
に
サ
ク
ラ
、
ブ
ド
ウ
ま
で
種
々
雑
多
で
あ

る
。

　
現
在
百
二
万
三
千
人
の
人
口
急
増
都
市
で
、

都
市
開
発
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
が
、
緑
化
に

対
す
る
市
当
局
の
意
欲
も
盛
ん
で
、
緑
化
面
積

六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
十
五
ヵ
所
九
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
公
園
を
確
保
し
、
毎
年
六
万
本
の
植

樹
と
二
万
本
の
草
木
、
十
万
株
の
草
花
を
植
込

ん
で
い
る
。

　
目
下
実
施
中
の
緑
の
環
境
五
ヵ
年
計
画
で
は

排
煙
・
騒
音
工
場
は
郊
外
に
移
し
、
跡
地
は
ア

パ
ー
ト
、
幼
稚
園
、
公
園
と
し
、
年
二
回
ス
ブ

一
―
は
し
が
き

ニ
―
オ
デ
ッ
サ
の
森

三
―
野
生
動
物
園
で
戻
し
交
配

四
―
ウ
ィ
ー
ン
の
森

五
―
ラ
イ
ン
川
の
浄
化

六
―
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
緑

七
―
緑
の
浄
化
装
置

八
―
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
・
ハ
イ
デ
の
保
存

九
―
緑
の
生
態

1
0
―
緑
の
市
民
意
識

1
1
―
緑
の
愛
護
育
成

写真一1　オデッサプラタン通り（ソ連）
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本
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
港
都
オ
デ
ッ
サ
は

黒
海
に
面
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
保
養
地

で
、
気
候
に
恵
ま
れ
、
雨
は
五
月
に
集
中
す
る

が
、
年
間
降
水
量
は
四
百
ミ
リ
と
非
常
に
少
な

い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
地
下
水
位
が
一
八
～
二

〇
メ
ー
ト
ル
と
低
く
大
変
に
乾
燥
し
や
す
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
以
前
草
原
と
低

木
の
入
り
混
じ
っ
た
荒
野
（
ス
テ
ッ
プ
）
だ
っ

た
の
を
、
一
七
九
四
年
、
今
か
ら
約
一
八
〇
年

前
に
緑
化
に
踏
み
切
り
、
何
で
も
手
当
り
次
第

に
植
栽
し
、
自
然
淘
汰
に
よ
っ
て
現
在
の
森
が

形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
樹
種
は
実

に
豊
富
で
あ
る
。
　

特
集
・
横
浜
の
緑
と
保
存
⑦

福
田
隆
蔵
〈
緑
政
局
緑
化
セ
ン
タ
ー
所
長
〉

は
し
が
き

‐
オ
デ
ッ
サ
の
森

一



ニ
カ
と
い
う
植
樹
の
つ
ど
い
を
行
っ
て
緑
化
に

努
め
て
い
る
。
町
中
は
緑
に
包
ま
れ
た
森
だ
が
、

一
歩
郊
外
に
出
る
と
昔
の
ま
ま
の
荒
野
で
木
が

な
く
、
ま
さ
に
荒
野
の
中
に
ポ
ッ
カ
リ
浮
ん
だ

緑
の
人
工
島
と
で
も
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

表－1　視察日程

三
　
ウ
ィ
ー
ン
市
立
ラ
イ
ツ
ア
ツ
ヤ
カ
ル
テ
動
物

園
は
二
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
、
一
三
世

紀
皇
帝
の
狩
猟
地
だ
っ
た
の
を
一
九
四
一
年
市

が
買
収
し
、
緑
の
保
養
地
と
し
て
市
民
に
開
放

し
た
も
の
で
あ
る
。
園
内
は
自
動
車
の
乗
入
れ

を
禁
止
し
、
広
々
と
し
た
緑
の
芝
生
と
ミ
ヅ
ナ

ラ
や
ブ
ナ
の
自
然
林
の
下
で
、
子
供
達
は
車
の

心
配
も
な
く
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
る
。

　
ま
た
樹
木
に
は
名
札
が

付
い
て
い
た
り
、
昆
虫
や

鳥
類
の
説
明
板
も
あ
っ
て

観
察
や
学
習
の
便
宜
を
は

か
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

八
百
～
千
頭
の
猪
、
二
百

五
十
～
三
百
頭
の
鹿
、
五

図一1　コース略図

百
頭
の
山
羊
が
生
息
し
て
い
る
他
、
牛
や
馬
も

戻
し
交
配
に
よ
っ
て
野
生
化
さ
せ
放
牧
し
て
い

る
。
冬
期
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
閉
園
と

し
、
野
生
動
物
の
づ
フ
ソ
ス
を
保
つ
た
め
、
有

料
で
狩
猟
を
許
可
し
て
い
る
。

　
自
然
保
護
と
い
っ
て
も
、
む
や
み
に
可
愛
い

が
る
の
で
は
な
く
、
生
態
系
の
中
で
、
適
正
な

調
和
を
は
か
り
な
が
ら
淘
汰
し
て
い
く
、
こ
の

辺
の
と
こ
ろ
が
実
に
合
理
的
で
あ
る
。

　
施
設
と
い
っ
て
も
粗
末
な
長
椅
子
が
あ
る
程

度
で
、
別
に
変
っ
た
も
の
は
な
く
、
花
壇
や
池

の
よ
う
な
華
や
か
な
見
せ
場
も
な
い
、
地
味
で

単
調
な
中
に
あ
き
の
こ
な
い
配
慮
が
し
て
あ
ら
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て
、
さ
わ
や
か
な
感
じ
を
与
え
て
く
れ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
森

聞
き
と
り
に
く
く
て
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
に
は
風
の
お
か
げ
で
、
大
気
汚
染
が
少
な
く

て
済
む
利
点
も
あ
る
。

　
さ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
森
は
ウ
ィ
ー
ン
市
の
北
西

か
ら
西
南
に
か
け
て
広
が
る
丘
陵
地
帯
で
、
レ

オ
ポ
ル
ド
山
、
ハ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ゲ
ル
、
カ
ー

レ
ン
ペ
ル
ク
と
い
う
三
つ
の
山
が
あ
る
。
そ
の

昔
、
放
牧
の
た
め
山
の
木
は
全
部
食
べ
尽
さ
れ

た
の
を
、
二
百
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
現
在
み

る
よ
う
な
見
事
な
森
に
復
元
し
た
も
の
で
、
市

民
の
い
こ
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
日
照
の
少
な
い
西
ヨ
ー
ロ
で
ハ
で

は
健
康
上
、
日
光
浴
は
欠
か
せ
な
い
要
素
に
な

っ
て
い
る
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
水
泳
、
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
の
も
そ
の
故
で
あ
る
。

写真―3レオポルド山からウィーンの森を臨む(ウィーン)

五

　
ウ
ィ
ー
ン
で
は
満
一
才
ま
で
の
乳
幼
児
に
は

国
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
剤
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う

し
、
公
園
の
ベ
ン
チ
で
年
寄
が
、
ゆ
っ
く
り
日

に
当
っ
て
い
る
の
を
み
か
け
る
。

　
森
林
中
八
〇
％
を
ブ
ナ
が
占
め
て
い
る
が
、

林
業
者
は
材
木
と
し
て
価
値
の
低
い
ブ
ナ
を
き

ら
っ
て
針
葉
樹
を
植
え
た
が
る
。
し
か
し
土
壌

を
荒
す
の
で
、
混
植
さ
せ
る
程
度
に
植
林
の
制

限
を
し
て
い
る
。

　
豊
富
な
餌
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
た

め
、
猪
、
鹿
、
山
鳥
な
ど
野
生
動
物
の
繁
殖
が

旺
盛
で
、
特
に
近
年
鹿
に
よ
る
被
害
が
増
え
て

い
る
の
に
閉
口
し
て
い
る
。
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

二
～
三
頭
に
制
限
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

写真― 4　ライン川を往来する引き船（西ドイツ）

　
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
歌
で
名
高
い
ラ
イ
ン
川
は
、

ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
山
中
に
源
を
発
し
、
フ
ラ

ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
四
力
国
を
経

て
北
海
に
注
ぎ
、
全
長
約
千
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
達
す
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
運
賃
が
安
く
大
量
輸
送

の
き
く
海
運
の
利
用
が
盛
ん
で
あ
る
。
ラ
イ
ン

川
も
例
外
で
は
な
く
、
自
国
の
旗
を
掲
げ
た
貨

物
船
、
タ
ン
カ
ー
、
観
光
船
が
頻
繁
に
往
来
し

て
い
る
。
水
質
は
両
岸
に
林
立
す
る
工
場
、
住

宅
か
ら
汚
水
や
芥
が
流
さ
れ
る
た
め
、
予
想
外

の
汚
れ
に
驚
い
た
。
ま
た
四
月
の
融
雪
期
に
は

増
水
が
著
し
く
、
今
で
も
沿
岸
の
諸
々
に
洪
水

が
起
る
と
い
う
。

　
水
質
汚
濁
対
策
は
沿
岸
各
国
の
頭
痛
の
種
で

懸
命
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
長
さ
三
二
メ
ー
ト
ル
、

巾
五
・
二
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、

最
高
速
度
時
速
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
新
鋭
科

学
調
査
船
を
就
航
さ
せ
て
、
沿
岸
工
場
の
監
視

と
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
ロ
ー
レ
ラ

イ
の
岩
に
近
い
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
で
は
、
一
九
八

〇
年
か
ら
排
水
税
を
徴
収
し
て
、
汚
水
を
市
の

処
理
場
に
集
め
浄
化
し
て
ラ
イ
ン
川
に
流
す
考

え
で
あ
る
。

　
へ
ッ
セ
ン
州
環
境
科
学
研
究
所
の
ク
ラ
ウ
ジ

ン
グ
教
授
は
、
ラ
イ
ン
川
の
汚
染
と
地
下
水
位

の
低
下
に
よ
る
地
表
の
乾
燥
を
心
配
し
て
い

　
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
の
三
大
景
観
は
、
ド
ナ

ウ
川
沿
の
景
観
、
ウ
ィ
ー
ン
盆
地
、
そ
れ
に
ウ

ィ
ー
ン
の
森
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、
古
代

ロ
ー
マ
人
が
、
ビ
ソ
ド
ー
ボ
ー
ナ
と
い
っ
た
の

を
な
ま
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
ピ
ン
ト
と
は
風
。

ボ
ー
ナ
と
は
強
い
こ
と
を
指
し
、
風
の
強
い
所

と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ

し
く
年
中
強
風
が
吹
い
て
お
り
、
レ
オ
ポ
ル
ド

ベ
ル
ク
城
（
四
二
五
メ
ー
ト
ル
）
で
ヒ
ュ
ー
ベ

ル
教
授
（
ウ
ィ
ー
ン
農
科
大
学
）
か
ら
ド
ナ
ウ

川
畔
の
自
然
保
護
区
の
説
明
を
受
け
た
と
き
、

写真―２　ライツアツヤカルテ自然動物園（ウィーン） 四
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る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
ラ
イ
ン
川
の
流
れ
を

良
く
す
る
た
め
の
浚
渫
、
流
域
湿
原
地
帯
の
暗

渠
排
水
、
旧
河
川
敷
の
畑
地
化
、
そ
れ
に
飲
料

用
地
下
水
の
汲
上
げ
と
発
電
所
の
建
設
を
あ
げ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
六
年
当
時
地
表

か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
た
っ
た
地
下
水
位
が
十

一
年
後
の
現
在
八
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
低
下
し
た

と
い
う
。

　
ま
た
同
教
授
は
、
い
ま
降
水
量
と
そ
の
蒸
散

作
用
の
関
係
を
も
と
に
、
土
墳
の
種
類
と
地
下

水
の
状
態
、
樹
種
と
水
質
の
関
係
等
を
調
査
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
下
水
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
降
水
量
の
一
五
％
で
、

土
壌
の
も
つ
浄
化
機
能
の
良
い
の
は
、
針
葉
樹

林
地
、
落
葉
樹
林
地
、
牧
野
、
重
粘
質
畑
地
、

砂
土
畑
地
の
順
で
、
最
も
悪
い
の
は
耕
作
放
棄

地
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

使
わ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
延
長
五
千
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
緑
化
や

緑
の
復
元
、
創
造
に
役
立
て
て
い
る
。

　
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
建
設
に
当
っ
て
は
、
自
然

景
観
を
損
わ
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
森
林

か
ら
外
し
、
止
か
を
え
な
い
場
合
の
み
潜
在
自

然
植
生
を
使
っ
て
森
林
を
復
元
す
る
。
「
道
路

も
必
要
だ
が
、
自
然
も
大
切
で
あ
る
。
だ
か
ら

道
路
を
自
然
の
中
に
な
じ
ま
せ
る
」
と
い
う
の

が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
建
設
の
基
本
理
念
に
な
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
セ
メ
ン
ト
も
最
少
限
度
に

止
め
、
舗
装
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
除
け
ば
、
ほ

と
ん
ど
が
緑
で
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ

で
あ
る
。

　
ま
た
単
に
木
を
植
え
る
と
い
う
の
で
は
な
く

陸
橋
に
は
そ
の
附
近
か
ら
出
る
岩
石
を
使
う
と

か
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
附
近
は
見
透
し
を
良

く
す
る
た
め
低
木
を
密
植
し
、
道
路
照
明
は
必

要
最
少
限
に
す
る
と
い
っ
た
配
慮
も
さ
れ
て
い

る
。
緑
化
に
使
わ
れ
て
い
る
主
な
樹
種
は
、
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
デ
の
類
で
あ
る
が
、
中
央

分
離
帯
は
、
冬
期
融
雪
の
た
め
、
一
平
方
メ
ー

ト
ル
当
り
四
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
塩
を
ま
く
の

で
、
塩
に
強
い
ハ
ル
ニ
レ
が
選
ば
れ
て
い
る
。

七

写真―５　アウトバーンの緑化（リンテルン）

カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
銅
、
亜
鉛
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
濃
縮
し
て
貯
え
、
最
近
の
研
究
に

よ
る
と
油
も
吸
収
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
水

質
浄
化
に
使
用
す
る
水
生
植
物
は
フ
ト
イ
、
ヨ

シ
、
ガ
マ
、
オ
モ
ダ
カ
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も

フ
ト
イ
の
成
績
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
浄
化
装
置
と
い
っ
て
も
至
極
簡
単
な
も
の
で

フ
ト
イ
を
植
え
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
槽
（
幅
一

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
五
個
階
段
式
に
パ
イ
プ
で

つ
な
ぎ
、
こ
れ
に
汚
水
を
流
す
も
の
で
、
時
々

土
を
入
替
え
た
り
、
大
き
く
育
っ
た
フ
ト
イ
を

根
元
か
ら
刈
取
る
程
度
で
あ
る
。
水
生
植
物
の

特
性
を
利
用
し
た
水
処
理
施
設
は
、
西
ド
イ

ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
、
東
ド
イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
、
ポ
土
フ
ソ
ド
な
ど
で
実
用
化
さ
れ
逐
次

拡
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
・
ハ
イ
デ
の

保
存
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水
稲
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
に
よ
る
汚
染
騒
ぎ
が
あ

っ
た
が
、
植
物
に
は
種
類
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

る
が
、
土
中
の
無
機
成
分
を
吸
収
す
る
力
が
あ

る
。
水
生
植
物
を
使
っ
て
汚
水
処
理
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
ー
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
薬
品
化
学
工
業
実
験
研
究
所
の
ザ
イ
デ
ル

博
士
（
女
性
）
で
あ
る
。
彼
女
の
説
明
に
よ
る

と
、
こ
こ
で
使
っ
て
い
る
水
生
植
物
に
は
二
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　
一
つ
は
根
元
か
ら
し
か
芽
を
出
さ
な
い
タ
イ

プ
の
フ
ト
イ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
節
か
ら
芽

を
出
す
ヨ
シ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
冬
で

も
浄
化
機
能
を
果
し
て
い
る
か
ら
、
年
間
を
通

じ
て
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｐ
Ｈ
―

二
の
強
ア
ル
カ
リ
土
で
も
、
Ｐ
Ｈ
二
―
三
の
強

酸
性
土
で
も
、
植
え
て
二
時
間
も
た
つ
と
中
性

に
戻
す
働
き
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
病
原
菌
や
大
腸
菌
の
殺
菌
力
も
あ
る
し

八
　
ヨ
ー
ロ
で
ハ
に
は
か
つ
て
家
畜
の
林
内
放
牧

火
入
れ
、
伐
採
な
ど
人
手
に
よ
る
自
然
破
壊
の

結
果
〝
荒
廃
草
原
（
ハ
イ
デ
）
″
が
各
地
に
み

ら
れ
た
が
、
今
で
は
肥
培
管
理
に
よ
っ
て
畑
地
、

植
林
地
に
改
良
さ
れ
、
次
第
に
少
な
く
な
っ
た

た
め
、
逆
に
貴
重
な
半
自
然
景
観
と
し
て
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
荒
廃
草
原
は
療
薄
地
で
、
一
面
に
ツ
ツ
ジ
科

の
エ
リ
カ
、
カ
ル
ー
ナ
が
生
え
て
お
り
、
八
～

　
戦
争
は
い
つ
で
も
国
が
そ
の
と
き
ま
で
蓄
え

て
い
た
技
術
の
粋
や
秘
密
に
し
て
い
た
手
法
の

す
べ
て
を
大
胆
率
直
に
投
入
し
、
技
術
的
発
展

の
大
飛
躍
を
遂
げ
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が

第
二
次
大
戦
で
の
こ
し
た
業
績
と
し
て
、
ア
ウ

ト
バ
ー
ン
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
帝
国
植

生
図
研
究
所
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
植
生
図
研
究
は
一
九
三
九
年
植
物
群
落
を
使

っ
て
戦
車
の
通
過
路
や
対
空
陣
地
の
設
置
場
所

を
決
め
た
り
、
敵
陣
の
偽
装
を
見
破
る
た
め
に

六

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
緑

緑
の
浄
化
装
置



九
月
に
な
る
と
一
斉
に
紫
や
紅
の
花
が
咲
き
、

す
ば
ら
し
い
花
園
に
一
変
す
る
。
リ
ュ
ー
ネ
ブ

ル
ク
ー
ハ
イ
デ
は
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
然
保

護
地
域
だ
が
、
荒
廃
草
原
は
そ
の
う
ち
六
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
占
め
て
お
り
、
規
模
が
大
き
く
世

界
的
に
も
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
一
帯
は
元
来
ミ
ズ
ナ
ラ
や
シ
ラ
カ
ン
バ

林
だ
っ
た
の
を
、
三
千
年
前
の
青
銅
期
頃
か
ら

精
塩
の
た
め
の
燃
料
と
し
て
乱
伐
し
、
さ
ら
に

羊
の
放
牧
と
草
刈
り
の
繰
返
し
に
よ
っ
て
荒
廃

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
人
々
は
こ
の
土
地

を
巧
み
に
活
用
し
て
養
蜂
を
営
み
つ
づ
け
て
き

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
砂
糖
の
な
か
っ
た
青
銅

期
時
代
に
は
蜂
蜜
は
貴
重
品
で
高
価
に
売
れ
。

ま
た
蜜
蝋
は
青
銅
器
の
鋳
型
を
つ
く
る
の
に
欠
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か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
蜜
蜂
が
花

の
蜜
を
集
め
る
に
は
、
エ
リ
カ
や
カ
ル
ー
ナ
の

豊
富
な
花
が
必
要
だ
っ
た
し
、
蜂
た
ち
を
蜘
蛛

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
羊
た
ち
に
蜘
蛛
の
巣
を

壊
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
動
物
と
植
物
の
連
帯
に
よ
る
共
存
が
成
立
し

て
、
経
営
が
永
続
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
砂
糖
が
安
く
買
え
る
よ
う
に
な
り

羊
毛
も
質
の
良
い
も
の
が
安
く
輸
入
さ
れ
、
い

も
や
小
麦
の
美
味
を
覚
え
た
羊
た
ち
が
野
草
や

木
の
芽
を
食
べ
な
く
な
っ
た
な
ど
で
、
共
存
の

絆
が
絶
た
れ
た
た
め
、
最
近
で
は
少
し
人
手
を

省
く
と
す
ぐ
コ
メ
ス
ス
キ
・
シ
ラ
カ
ン
バ
の
自

然
植
生
に
移
行
し
て
し
ま
い
、
年
間
四
百
万
人

の
観
光
客
の
た
め
に
荒
廃
草
原
を
現
状
凍
結
す

る
こ
と
は
大
変
な
手
間
と
金
の
か
か
る
こ
と
だ

と
い
う
。

　
一
方
わ
が
国
の
山
で
は
、
一
般
に
百
メ
ー
ト

ル
で
約
〇
・
六
度
気
温
が
下
が
り
、
高
度
に
よ

っ
て
植
物
相
が
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
の
が
わ

か
る
。

　
わ
が
国
の
中
部
を
例
に
と
る
と
、
山
麓
の
丘

陵
地
は
シ
イ
、
カ
シ
又
は
二
次
林
の
コ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
、
ク
リ
、
ア
カ
マ
ツ
。
山
地
帯
は
、
ブ

ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
オ
ジ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
。

　
亜
高
山
帯
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
。
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、

ト
ウ
ヒ
、
コ
メ
ツ
ガ
。
高
山
帯
は
、
ハ
イ
マ
ツ

な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
植
物
を
仔
細
に
み
る
と
、

一
種
類
が
単
独
に
生
活
し
て
い
る
の
で
は
な
く

各
植
物
相
毎
に
草
木
、
低
木
、
高
木
、
陽
樹
、

陰
樹
な
ど
の
組
合
せ
で
、
植
物
社
会
を
構
成
し

て
お
り
、
年
数
が
経
つ
に
し
た
が
っ
て
次
第
に

安
定
し
た
極
相
林
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に
あ
る
植
物
で

昔
の
ま
ま
の
自
然
の
姿
で
生
育
し
て
い
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
方
が
人
間
の
影
響
を
受

け
て
変
え
ら
れ
て
い
る
。
今
、
も
し
現
在
生
え

て
い
る
こ
れ
ら
の
植
生
に
人
為
的
影
響
を
全
く

加
え
な
い
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
植
生
に
な
る
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
発
想
か
ら
一
九
五
六
年
、

西
ド
イ
ツ
、
チ
ュ
ク
セ
ン
博
士
は
従
来
考
え
ら

れ
て
い
た
自
然
植
生
と
現
存
植
生
の
他
に
潜
在

自
然
植
生
と
い
う
新
し
い
理
論
を
提
唱
し
、
植

生
図
に
よ
る
研
究
法
を
完
成
し
て
緑
化
に
応
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
手
法
は
そ
の
土
地

の
緑
化
に
対
し
、
最
も
早
く
、
安
く
、
長
続
き

が
し
て
、
あ
き
な
い
美
し
い
景
観
を
つ
く
る
も

の
と
し
て
目
下
西
欧
諸
国
で
広
く
採
用
さ
れ
つ

っ
あ
る
。
わ
が
国
で
も
横
浜
国
大
の
宮
脇
教
授

は
チ
ュ
ク
セ
ン
博
士
の
愛
弟
子
で
あ
り
、
斯
界

の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

一
〇

　
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
ほ
と

ん
ど
は
、
か
つ
て
森
林
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

が
二
千
年
来
の
林
内
放
牧
、
火
入
れ
、
採
草
、

踏
み
つ
け
を
繰
返
し
た
た
め
緑
を
失
い
、
人
類

滅
亡
の
憂
目
に
あ
い
、
緑
の
重
要
性
を
痛
感

し
、
そ
の
後
二
百
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
か
け

て
よ
う
や
く
緑
を
取
戻
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
苦
い
経
験
を
経
て
手
に
入
れ
た
貴

重
な
緑
だ
け
に
、
人
類
共
通
の
財
産
と
し
て
保

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
念
が
強
い

の
で
あ
る
。
共
有
財
産
で
あ
る
以
上
、
当
然
皆

の
力
で
守
る
べ
き
だ
し
、
個
人
の
我
侭
勝
手
な

振
舞
は
許
さ
れ
な
い
。
加
え
て
か
れ
ら
の
国
民

性
で
あ
る
徹
底
し
た
合
理
主
義
と
完
全
主
義
か

ら
法
律
と
し
て
成
文
化
し
、
不
動
の
も
の
に
裏

打
ち
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
自
分
の
庭
木

で
あ
っ
て
も
勝
手
に
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
所

も
あ
り
、
表
土
の
復
元
も
法
に
よ
っ
て
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ハ
で
は
樹
令
四
○
年
以

上
の
木
は
伐
採
を
禁
じ
ら
れ
、
も
し
見
つ
か
る

と
一
本
二
〇
万
円
乃
至
三
〇
万
円
の
罰
金
で
あ

　
わ
れ
わ
れ
が
野
山
に
で
て
植
物
を
観
察
す
る

と
き
、
森
平
林
を
構
成
し
て
い
る
木
や
草
の
間

に
一
定
の
秩
序
の
あ
る
こ
と
を
知
る
。
わ
が
国

の
森
林
は
気
温
に
応
じ
て
暖
帯
林
、
温
帯
林
、

寒
帯
林
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
暖
帯
林
（
カ

シ
帯
）
は
年
平
均
気
温
一
三
乃
至
一
二
度
で
、

北
緯
約
三
五
度
が
北
限
と
さ
れ
る
。
温
帯
林

　
（
ブ
ナ
帯
）
は
年
平
均
気
温
六
乃
至
一
三
度
で

北
緯
四
三
度
半
以
南
。
寒
帯
林
（
ト
ド
マ
ツ
帯
）

は
年
平
均
気
温
六
度
未
満
と
さ
れ
て
い
る
。

九

緑
の
生
態

緑
の
市
民
意
識
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る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、
自
然
保
護
地
に
芥
を

捨
て
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
五
四
○
万
円
の
罰

金
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
市
の
場
合
、
市
民
参
加
に
よ
る

緑
化
推
進
の
一
環
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
か
ら

市
営
住
宅
団
地
の
緑
化
を
手
が
け
て
い
る
。
従

来
市
営
住
宅
は
建
物
を
建
て
る
だ
け
で
木
を
植

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
一
戸
建
や
二
階

建
位
の
う
ち
は
各
戸
が
銘
々
木
を
植
え
て
済
ん

で
い
た
。
し
か
し
地
価
の
高
騰
に
と
も
な
っ
て

高
層
住
宅
に
な
り
、
公
団
や
公
社
の
住
宅
が
木

で
囲
ま
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
住
民
の
な
か
か

ら
団
地
緑
化
を
希
望
す
る
声
が
強
く
な
っ
て
く

表－２　市営住宅団地緑化の実績

る
。

　
こ
う
し
て
市
は
団
地
自
治
会
と
の
協
議
に
よ

り
、
植
栽
後
の
維
持
管
理
を
一
切
住
民
の
手
で

行
う
条
件
で
始
め
た
の
が
そ
も
そ
も
で
あ
っ
た

（
表
二
）
。
市
民
の
目
委
員
会
の
第
二
次
答
申

に
も
あ
る
よ
う
に
市
営
野
庭
住
宅
の
団
地
緑
化

は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

表―３　市内の都市と緑の関係

る
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
ま
で
に
四
団
地
を
緑
化
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
良
く
管
理
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
意
思
の

疎
通
が
は
か
ら
れ
た
り
、
連
帯
意
識
が
生
れ
て

な
ご
や
か
で
明
る
い
団
地
に
な
っ
た
と
す
こ
ぶ

る
評
判
が
良
い
。

一
一

　
市
内
の
山
林
や
農
地
な
ど
の
緑
は
都
市
化
に

と
も
な
う
開
発
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
〇
年
間
に

そ
れ
ぞ
れ
五
、
〇
八
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
六
、
五

九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
表
三
）
と
減
少
し
て
お
り

今
後
も
つ
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
度
失
っ
た

緑
を
復
元
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
し
か
も

膨
大
な
費
用
と
長
い
年
月
を
要
す
る
も
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
現
在
残
っ
て
い
る
緑
を
大
切
に
保

全
す
る
こ
と
が
さ
し
当
っ
て
の
急
務
で
あ
る
。

　
市
内
の
緑
に
対
す
る
環
境
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
府
せ
た
土
、
大
気
汚
染
、
舗
装
に
よ
る
水

不
足
な
ど
植
物
の
成
育
に
と
っ
て
都
市
は
ま
す

ま
す
住
み
に
く
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
動
物
な
ら
都
合
が
悪
け
れ
ば
移
動
す
る
術

を
心
得
て
い
る
が
、
植
物
の
場
合
そ
う
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
人
間
が
仲
に
入
っ
て
面
倒

を
み
て
や
る
他
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
一

人
で
も
多
く
の
市
民
に
、
植
物
に
対
す
る
理
解

と
愛
情
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　
本
市
で
は
す
で
に
緑
の
条
例
と
市
民
の
木
を

制
定
（
ツ
バ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
サ
ザ
ン
カ
、
サ

ン
ゴ
ジ
ュ
、
ケ
ヤ
キ
、
シ
イ
）
し
、
緑
化
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
市
民
園
芸
講
座
を
は
じ
め

各
種
緑
化
行
事
の
開
催
、
植
樹
の
集
い
、
緑
化

推
進
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
、
緑
化
相
談
、
緑
化

協
定
な
ど
、
各
種
事
業
を
通
じ
て
市
民
緑
化
意

識
の
啓
蒙
と
高
揚
に
努
め
て
い
る
。
緑
化
事
業

は
地
味
で
息
の
長
い
仕
事
で
あ
る
が
、
従
来
緑

に
恵
ま
れ
て
き
た
わ
れ
わ
れ
は
、
や
や
も
す
る

と
粗
末
に
扱
う
傾
向
が
あ
る
。

　
現
在
あ
る
緑
は
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が

何
代
に
も
わ
た
っ
て
大
事
に
た
く
わ
え
て
き
た

遺
産
で
あ
る
か
ら
、
浪
費
を
慎
み
、
有
効
に
活

用
し
て
次
代
に
引
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
る
。
終
り
に
本
調
査
に
際
し
て
、
神

奈
川
新
聞
社
並
び
に
横
浜
国
大
、
宮
脇
教
授
に

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝

す
る
。
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緑
の
愛
護
育
成
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